
平成28年度むらづくり審査講評
講評：中国四国農政局むらづくり審査会 主査 佐藤 豊信

皆様、本日は、「農林水産祭豊かなむらづくり部門」での受賞、誠におめでとう

ございます。心よりお祝いを申し上げます。

審査会の委員を代表いたしまして、順不同でございますが、受賞団体ごとに審

査講評を述べさせていただきます。

◆地域協同組合無茶々園（愛媛県西予市）

この地域は急峻な段々畑でミカン栽培をおこなってきました。農地条件は一筆

が極めて小さく、しかも急峻な地形であり、極めて劣悪な条件下でミカン栽培に

取り組んできました。この農地条件の過酷な地域において、1970 年代には、まだ

まだチャレンジングな農業生産技術の領域に位置していた「伊予柑の有機栽培」

の取り組みを開始しました。その後、試行錯誤の末、環境に優しい栽培体系を確

立しました。

こうした活動の根本には、「環境破壊を伴わない農業生産をおこない、健康で安

全な食べ物の生産を通じて、真のエコロジカルライフを目指す」という思考がベ

ースにありました。

しかも、こうした農業への取組は、環境に優しい農業生産だけでなく、農地と

接続している海の環境改善にも大きく貢献しました。つまり、環境に優しい農業

生産への取組が、海をきれいにし、地元漁業にも大きなプラス効果をもたらしま

した。
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環境に優しい農業生産への取組が、まさに、棚田農地と海とを一体的に環境改

善し、その結果、高品質な農産物・海産物の収穫を可能とし、農業所得、漁業所

得の増加をもたらしています。このことは、農地と海とは、一体的な環境システ

ムとして繋がっているということの証左であります。

また、人材育成においては、長期・短期の研修制度を確立し、愛媛県内はもち

ろん、他府県からの若者も受け入れ、彼らの人材育成にも努めています。さらに

は、海外（ベトナムやフィリピン）からの農業研修生も受け入れ、途上国の人材

育成にも貢献しています。

無茶々園独自の画期的取組として、福祉事業への取組があります。高齢化に伴

う社会問題は、いまや、日本全体にとっての重要課題となっています。地域協同

組合無茶々園は、自ら福祉事業も立ち上げ、地域の高齢者問題の解決にも取り組

んでいます。

まさに、地域社会をトータルとして支え、発展させていく取組を実践している

ことが、「無茶々園」の活動であります。まことに、素晴らしいの一言につきます。

未来における、我が国の農業・農村活性化に向けての夢ある展望を示している素

晴らしい事例であります。

天皇杯の受賞も決まったということでございますが、以上のような点が評価さ

れたのではないかと思います。

◆白谷集落（鳥取県日野郡日南町）

白谷集落は、非常に小さな村であります。しかしながら、日本一美しく手入れ

された村と言っても過言ではないと思います。また、人々の心も美しい、そして、

人々の心の輪（和）がしっかりと繋がった村でもあります。個々の家が家庭を大

切にし、また、村を大切に思ってきました。その心が、若い世代にも脈々と受け

継がれています。これだけの小さな村でありながら、伝統芸能も、しっかりと子

供達に受け継がれています。

何かあると、皆で寄り合って話し合い、顔を見て話をすることで地域の団結力

が強く保たれています。夕方になると、誰とはなく集まり、懇親の宴もはじまる

ということです。「人にとって幸せとは何か」を教えてくれる村であります。文字

通りの「心の豊かな村」であります。

集落の人々が一つにまとまって、村の財産である景観、農地、そして豊かな心

を次世代に引き継いでいることが非常に素晴らしいと思います。



◆坂本グリーンツーリズム運営委員会（徳島県勝浦郡勝浦町）

勝浦町坂本地区の取組は、「廃校」を活用した農村体験交流施設が中心となった

「むらづくり」であります。

この施設の利用者の約半数は「お遍路さん」の利用で、利用者は全国から来て

おり、年間を通じて、コンスタントな利用が確保できています。

また、この地域の「ひな祭り」は素晴らしいの一言に尽きます。素晴らしい伝

統文化の保存がなされていると言っても過言ではありません。

地域の女性を 50 名程度雇用しており、雇用促進の役割も担っています。この取

り組みを通じて、地域の連帯感や係わる人たちの生きがい作りにもなっています。

地域でまとまり、助け合いながら、自分たちの力で実現できる持続可能な地域づ

くりを目指しています。

年間約５千万円の売り上げの半分は賃金支払であり、言い換えれば、2,500 万円

が地域に還元されていることになります。地域活性化にとって、このことは重要

なことであります。さらに、食材などは町内の産物を可能な限り利用しているた

め、当宿泊施設の支出の７割は町内に還元されていることになります。このよう

に、地域内でお金が回っていく仕組みを作ることは、地域活性化にとって大変重

要なことであります。

■全体講評

それぞれの地区・受賞団体ごとの取組は素晴らしく様々なご苦労もあったと思

いますが、その素晴らしい事例の審査に当たらせていただいたことに感謝してお

ります。

現在、地方創生等において、少子高齢化の問題が取り沙汰されておりますが、

約 150 年前、明治維新の頃のわが国の人口は約三千万人であり、その状況の中で

人々は頑張って生活していました。

一方、現在は、人口が減少し始めたとはいえ、まだまだ人はたくさんいます。

そして、これまで、豊かなむらづくり審査で、多くの地域を見させていただきま

したが、皆で協力し合って知恵を出し合って、しっかり頑張っている村はたくさ

んあることを実感しました。



このような優良事例がたくさんあるのですから、地方創生を進めるに当たって、

受賞団体・地域等を訪れ、どのような取組を行い、どのようなアイデアがあり、

そして人々がどのように力を合わせて協力し、その結果として、どのような素晴

らしい力を生み出しているのかということをもっと見ていただきたいと思ってお

ります。

今回の受賞で、むらづくり活動は終わりではなく、今後ます

ます、むらづくり、地域づくりにおいて活躍していただきます

とともに、皆さんの心の部分を次世代に継承していただきたい

と思います。

以上で、審査講評とさせていただきます。誠にありがとうございました。
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